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○事業費割合

・なし

・青森駅自由通路の整備については、平成30年7月に、鉄道事業者である青森県及びＪＲ東日本と「青森駅自由通路整備
等に関する工事の施行協定」を締結し、同年10月に工事に着手している。
・また、自由通路等供用後、現在の駅舎を撤去するとともに、西口駅前広場の工事に着手する予定である。
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　青森駅西口駅前広場については、詳細設計において精査した結果、面積を当初の8,300㎡から8,000㎡に変更

3・6・6号青森駅西口線（青森駅西口駅前広場）
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※事業量や総事業費の増減に係る説明等を記入。
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・鉄道による東西市街地の分断を解消し、徒歩による移動をより円滑にするため、歩行者専用道路として「青森駅自由通
路」を整備するとともに、現在の西口駅前の輻輳している交通の整序を図り、東口駅前広場の機能を補完し、自由通路と
一体となって多様な交通手段に対応するよう交通結節機能を強化するため、「西口駅前広場」の整備を行うものである。
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・青森駅自由通路は令和2年度末の供用開始を、西口駅前広場は令和4年度の完成を目指している。
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・青森駅周辺地区では、平成30年1月に青森市役所の総合窓口機能が、また、同年７月には青森商工会議所が移転する
など、賑わいの再生につながる、新たな人の流れが創出されており、青森駅自由通路と西口駅前広場の整備により、今
後、より一層の賑わいの拠点としての役割を担うことが期待されている。
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※費用対効果分析の根拠等

・青森駅自由通路が整備されることにより、歩行者の移動時間の短縮が見込まれる。
・青森駅自由通路の東西出入口にエレベーター・エスカレーターが整備されることにより、上下移動に対する快適性の向上
が見込まれる。

・鉄道による東西市街地の分断を解消し、徒歩による移動をより円滑にするため、歩行者専用道路として「青森駅自由通
路」を整備する必要がある。また、現在の西口駅前の輻輳している交通の整序を図り、東口駅前広場の機能を補完し、自
由通路と一体となって多様な交通手段に対応するよう交通結節機能を強化するため、「西口駅前広場」の整備を行う必要
がある。

費用便益比(B/C) 1.006
費用便益比(B/C)

2 社会経済情勢の変化

必要性
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3 費用対効果の分析

費用項目(C) 175

区　　分

上下移動快適性向上便益

効率性

4 コスト縮減や環境配慮などへの検討

※地域修正係数(α)：1.429〈青森地方生活圏〉

・「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)」(平成21年6月、国土交通省)
・「都市再生交通拠点整備事業に関する費用便益分析マニュアル(案)」(平成13年4月、国土交通省都市・地域整備局)
・「費用便益分析マニュアル」(平成30年2月、国土交通省道路局・都市局)

費用便益比

総 便 益
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百万円

百万円

コスト縮減等

・自由通路の整備については、施設の配置や工程等を工夫した施工計画とすることで、コストの縮減を図ることとしている。
また、市民の皆様からいただいた御意見等を踏まえ、内観のデザインを、「りんごの木箱」を積み上げたイメージとし、県産
材を活用することとしている。
・西口駅前広場の整備については、路盤材・舗装合材に再生材を使用し、コストの縮減及び環境負荷の低減を図ることと
している。

歩行者の移動サービス向上便益 3,099 百万円

310 百万円

⑤

Ⅲ

事業休止

対応方針(事業実施主体案)

評価理由等

○ 計画変更して実施 ○ 事業中止総合評価 ● 継続実施

・青森駅周辺地区は、これまで本市の経済・文化の中心として本市の発展を牽引して来たが、本地区は、今後も引き続き、
賑わいの拠点としての役割を担うことが期待されており、本事業（青森駅自由通路と西口駅前広場の整備）については、当
初予定の供用開始を目指し、事業効果発現を図る必要があることから、継続実施とすべきものと考える。
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